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長

こ
の
度
、
奥
多
摩
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
木
村
光
惠
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
職
責
の
重
さ
と
不
安
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う

で
す
。

大
変
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
地
域
福
祉
推
進
の

た
め
に
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

歴
代
の
会
長
・
役
職
員
を
は
じ
め
多
く
の
方
が
苦

労
さ
れ
て
築
い
て
こ
ら
れ
た
社
会
福
祉
協
議
会
の
体

制
を
大
事
に
し
、
困
っ
て
い
る
人
、
弱
い
立
場
の
人

に
寄
り
添
い
、
住
民
の
支
え
と
な
る
社
会
福
祉
協
議

会
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

当
法
人
で
は
、
第
三
期
奥
多
摩
町
地
域
福
祉
活
動

計
画
「
や
ま
び
こ
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
町
の
地
域

保
健
福
祉
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
福
祉
事

業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
む
中
、
福
祉
の
ニ
ー
ズ
は
多
様

化
し
、
そ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
行
政
、
住
民
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

連
携
と
、
同
じ
地
域
に
暮
ら
す
住
民
同
士
が
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
む
、
自
助
共
助
が
大
切
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

結
び
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
執
行
・
財
政

運
営
等
、
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
役
職
員
一
同
が
一
丸
と
な
っ
て
地
域
福
祉
の

充
実
・
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
住
民
皆

様
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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１
．
は
じ
め
に

平
成
の
30
年
間
は
、
戦
争
の
な
い
平
和
な

時
代
で
あ
り
ま
し
た
が
、
気
候
変
動
に
よ
る

豪
雨
や
大
雪
・
大
型
台
風
、
噴
火
や
大
地
震

に
よ
る
災
害
が
発
生
し
た
30
年
間
で
も
あ
り

ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
を
取
り
巻
く
情
勢
も
大

き
く
変
わ
り
、
平
成
12
年
の
介
護
保
険
法
の

施
行
に
よ
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
者
と

し
て
の
一
面
も
担
う
こ
と
と
な
り
財
政
面
で

は
厳
し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
時
代
に
向
け
て
、

社
会
福
祉
協
議
会
ら
し
く
住
民
皆
様
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
べ
く
サ
ー
ビ
ス
を
模
索
し
て
ま

い
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

域
福
祉
活
動
計
画
「
や
ま
び
こ
計
画
」
に
基

づ
き
実
施
・
推
進
し
、
新
規
事
業
の
初
級
音

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
設
を
初
め
、

第
20
回
福
祉
バ
ザ
ー
等
、
計
画
い
た
し
ま
し

た
事
業
を
町
民
皆
様
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
皆
様

の
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
順
調
に
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
従
来
か
ら
の
重
要
な
事
業
と
し
て
、

高
齢
福
祉
分
野
で
は
、
在
宅
の
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
健
康
で
安
心
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
筋

力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
福
祉
機
器
と
車
椅

子
仕
様
車
の
無
料
貸
出
し
、
高
齢
者
見
守
り

相
談
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
運
営
支
援
等
の

事
業
を
、
障
が
い
者
福
祉
分
野
で
は
、
障
が

い
者
が
自
立
し
た
生
活
を
送
り
積
極
的
な
社

会
参
加
が
図
れ
る
よ
う
、
障
が
い
者
団
体
の

運
営
と
活
動
の
支
援
、
障
が
い
者
自
立
支
援

事
業
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
分
野
で

は
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
買
い
物
支
援
、

通
院
支
援
、
見
守
り
支
援
が
図
れ
る
よ
う
、

地
域
さ
さ
え
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
積

極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

介
護
分
野
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

と
し
て
在
宅
高
齢
者
の
介
護
支
援
を
中
心
に
、

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〝
お
く
た
ま
〟

ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
奥
多
摩
、
の
運
営
を
、
子
ど

も
家
庭
分
野
で
は
、
地
域
に
お
け
る
育
児
環

境
の
福
祉
向
上
を
図
る
た
め
、
乳
幼
児
及
び

児
童
福
祉
事
業
等
を
、
そ
の
ほ
か
、
福
祉
団

体
へ
の
運
営
支
援
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

援
助
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
相
談
・
支
援
・

貸
付
事
業
等
を
そ
れ
ぞ
れ
推
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

引
き
続
き
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、1

人

ひ
と
り
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
て
い
け
る
「
地
域
福
祉
」
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
関
係
行
政
機
関

を
は
じ
め
、
町
民
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成３０年度 社会福祉協議会 事業・決算報告

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
々
が
理
事
・
監
事
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

【
就
任
】

会

長

木
村

光
惠
（
新
任
）

副
会
長

前
田

悦
男
（
再
任
）

〃

奥
平

周
二
（
新
任
）

常
務
理
事

菊
池

良
(

新
任
）

理

事

師
岡
さ
と
子
（
再
任
）

〃

増
田

昭
治
（
再
任
）

〃

堀
口

豊

（
再
任
）

〃

清
水

葉
子
（
再
任
）

〃

宮
村

實

（
再
任
）

〃

濱
野

文
夫
（
再
任
）

〃

大
野

尚

（
再
任
）

〃

河
村

光
春
（
新
任
）

監

事

大
澤

健
男
（
再
任
）

〃

井
上

永
一
（
新
任
）

任
期令

和
元
年
６
月
25
日
か
ら
令
和
２
年
度
に
関
す
る

定
時
評
議
委
員
会
の
終
結
の
時
ま
で

【
退
任
】小

澤

春
義
（
会
長
）

鈴
木
ア
ツ
子
（
理
事
）

河
村

昉
可
（
監
事
）

退
任
日

令
和
元
年
６
月
25
日

長
い
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

役
員
の
就
任
・
退
任
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（単位：円）

科 目
社会福祉事業区分

内部取引消去 合 計
地域福祉事業 介護事業 合 計

【事業活動による収支】

収

入

会費収入 3,451,000 0 3,451,000 0 3,451,000

寄附金収入 2,633,060 0 2,633,060 0 2,633,060

経常経費補助金収入 63,490,062 0 63,490,062 0 63,490,062

受託金収入 38,886,202 0 38,886,202 0 38,886,202

事業収入 1,225,557 249,250 1,474,807 0 1,474,807

介護保険事業収入 0 69,975,297 69,975,297 0 69,975,297

基金受取利息配当金収入 8,456 0 8,456 0 8,456

受取利息配当金収入 15,117 274 15,391 0 15,391

その他の収入 10,815 0 10,815 0 10,815

事業活動収入計(1) 109,720,269 70,224,821 179,945,090 0 179,945,090

支

出

人件費支出 82,965,518 65,966,383 148,931,901 0 148,931,901

事業費支出 18,028,723 9,188,171 27,216,894 0 27,216,894

事務費支出 4,791,533 8,508,829 13,300,362 0 13,300,362

分担金支出 71,000 0 71,000 0 71,000

助成金支出 1,461,000 0 1,461,000 0 1,461,000

事業活動支出計(2) 107,317,774 83,663,383 190,981,157 0 190,981,157

事業活動資金収支差額
(3)=(1)-(2)

2,402,495 △13,438,562 △11,036,067 0 △11,036,067

【施設整備等による収支】

収
入

施設整備等補助金収入

施設整備等収入計(4) 0 0 0 0 0

支
出

固定資産取得支出 230,000 0 230,000 0 230,000

基金積立資産支出 990,913 0 990,913 0 990,913

施設整備等支出計(5) 1,220,913 0 1,220,913 0 1,220,913

施設整備等資金収支差額
(6)=(4)-(5)

△1,220,913 0 △1,220,913 0 △1,220,913

【その他の活動による収支】

収
入

積立資産取崩収入 5,440,000 0 5,440,000 0 5,440,000

拠点区分間繰入金収入 0 2,500,000 2,500,000 △2,500,000 0

その他の活動収入計(7) 5,440,000 2,500,000 7,940,000 △2,500,000 5,440,000

支
出

積立資産支出 758,008 415,840 1,173,848 0 1,173,848

拠点区分間繰入金支出 2,500,000 0 2,500,000 △2,500,000 0

その他の活動支出計(8) 3,258,008 415,840 3,673,848 △2,500,000 1,173,848

その他の活動資金収支差額
(9)=(7)-(8)

2,181,992 2,084,160 4,266,152 0 4,266,152

予備費支出(10) 0 0 0 0 0

当期資金収支差額合計
(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

3,363,574 △11,354,402 △7,990,828 0 △7,990,828

前期末支払資金残高(12) 39,247,988 34,561,900 73,809,888 0 73,809,888

当期末支払資金残高(11)+(12) 42,611,562 23,207,498 65,819,060 0 65,819,060
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月 日 金 額 ご 主 旨 等 住 所 氏 名

4月 8日 22,330円 福祉のために 奥多摩町遺族会

4月16日 14,000円 福祉のために
青梅市沢井
2-660-1

立正佼成会西多摩教会
青梅第三支部

4月19日 2,524円 福祉のために 海沢590 大沢多喜子

4月24日 10,339円
お世話になり、99歳を迎えられ
たお礼に

海沢734 浅見タケ

5月 7日 5,000円 福祉のために 匿 名

5月10日 50,000円 青梅マラソンチャリティーを 港区港南4-6-49
一般財団法人
青梅マラソン財団

5月20日 10,000円 福祉のために 海沢726 村木アイ

5月23日 10,000円 福祉のために 匿 名

5月24日 1,340円
家で採れたキャベツの売上を
福祉のために

氷川775 杉山 初

5月29日 1,600円
家で採れたキャベツの売上を
福祉のために

氷川775 杉山 初

5月30日 50,000円 小銭を貯めて福祉のために 丹三郎260 原島 進

5月30日 23,400円 奥多摩町の方のために
青梅市新町
4-8-2

㈱アクセルオート

6月 9日 50,000円 福祉のために 奥多摩なつめろ会

6月 9日 6,740円
第37回チャリティー歌謡祭の収
益金を

奥多摩なつめろ会

6月 9日 13,100円 第42回住宅デーの収益金を
東京土建奥多摩支部
第一分会

6月10日 26,900円 第42回住宅デーの収益金を
東京土建奥多摩支部
第二分会

6月11日 10,000円 福祉のために 海沢822-6 長谷見二千枝

6月11日 5,000円 福祉のために 海沢822-6 朋友会海沢書道教室

6月11日 3,884円 福祉のために 匿 名

6月11日 20,000円 ベッドを借りた御礼に 金丸 稔

～ ７ 月 １ ０ 日 ま で ( 敬 称 略 )
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月 日 金 額 ご 主 旨 等 住 所 氏 名

6月12日 7,214円 小銭を貯めて福祉のために 栃久保ママさんクラブ

6月14日 10,000円 福祉のために 匿 名

6月17日 5,000円 福祉のために 匿 名

6月24日 10,000円 福祉のために 匿 名

6月25日 10,000円 福祉のために 匿 名

6月27日 10,000円 おさらい会の発表を祝して 奥多摩町民舞謡連盟

6月28日 75,800円 小銭を貯めて福祉のために 氷川873-2 小澤照夫

7月 1日 5,000円 福祉のために 匿 名

7月 2日 10,000円 ベッドを借りた御礼に 大丹波740 須崎弘子

7月 4日 50,000円
亡妻の葬祭費の一部を福祉のた
めに

川井498 岡部義重

7月 9日 3,766円 色々とお世話になったお礼に 氷川1,134 小作商店

7月10日 4,550円 小銭を貯めて福祉のために 匿 名

月 日 物品・数量 住 所 氏 名

4月 1日
ポータブルトイレ
紙オムツ

匿 名

4月12日 未使用切手3,213円分 丹三郎276 澤本安弘

去
る
６
月
９
日
（
日
）
福
祉
会
館
に
お
い
て
、

奥
多
摩
な
つ
め
ろ
会
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌

謡
祭
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

大
勢
の
方
々
に
よ
り
、
歌
や
踊
り
が
披
露
さ

れ
、
当
日
の
募
金
「
６
，
７
４
０
円
」
を
当
社

会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

の
ご
寄
付
は
、
福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

チャリティー歌謡祭の様子
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５
月
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
、
日
本
赤
十
字
会
員
増
強
運
動
に
は
、
自
治
会
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
活

動
資
金
を
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
資
金
は
、
全
額
日
本
赤
十
字

社
東
京
都
支
部
へ
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自治会名

協力会員
（2,000円未満）

会 員
（2,000円以上）

合 計

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額

川 井 111 73,200 5 20,000 116 93,200

大 丹 波 107 58,450 3 8,000 110 66,450

梅 沢 46 31,300 1 10,000 47 41,300

丹 三 郎 65 39,400 0 0 65 39,400

小 丹 波 278 174,700 0 0 278 174,700

棚 沢 156 96,400 1 10,000 157 106,400

白 丸 41 23,500 0 0 41 23,500

大 氷 川 125 82,300 2 12,000 127 94,300

常 磐 73 52,800 0 0 73 52,800

長 畑 58 31,400 4 8,000 62 39,400

南 氷 川 66 45,000 2 12,000 68 57,000

栃 久 保 85 59,500 0 0 85 59,500

大 沢 13 8,000 1 2,000 14 10,000

日 原 30 24,000 2 7,000 28 31,000

海 沢 106 71,000 2 9,000 108 80,000

境 38 21,500 2 6,000 40 27,500

中 山 21 18,500 0 0 21 18,500

原 18 14,000 1 3,000 19 17,000

川 野 12 11,500 0 0 12 11,500

留 浦 5 5,000 1 2,000 6 7,000

峰 谷 26 15,500 1 3,000 27 18,500

合 計 1,480 956,950 28 112,000 1,508 1,068,950

６月２８日（金）青梅市役所において、「第

５３回青梅マラソン大会チャリティー贈呈式」

が行われ、青梅市社会福祉協議会、青梅市体育

協会、奥多摩町社会福祉協議会、南相馬市社会

福祉協議会他５団体へそれぞれ寄付金が贈られ

ました。

当社会福祉協議会へいただきました５万円の

ご寄付は、地域福祉事業の一部として使わせて

いただきます。

大変ありがとうございました。 前列右・奥多摩町社会福祉協議会木村会長



令和元年７月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．２０３( ７ )

〔日 時〕１０月２日（水）

〔会 場〕飯能くすの樹カントリー倶楽部（貸切）

〔参加資格〕趣旨に賛同された方（原則として町在住または在勤者）

〔募集人員〕１６０名（申し込み多数の場合は、受付順で締め切り）

〔参 加 費〕３，０００円（賞品、パーティー費など）

〔プレー費〕１３，０００円（グリーンフィ、乗用カート、キャディーフィ、諸経費など）

〔応募期間〕８月２０日（火）まで

〔申込方法〕福祉会館、文化会館にある申込書に必要事項を記入し、参加費を添えて町社会福

祉協議会（福祉会館内）に申し込みください

＊ 募集締め切り後にキャンセルした場合は、参加費をチャリティー募金とさせていただき

ます。（ただし、代理参加可）また、ボランティアを募集していますので、奮って参加

してください。

〔主催〕奥多摩町民チャリティーゴルフ大会実行委員会

実行委員長 清水武司

※問い合わせは、社会福祉協議会 電話８３－３８５５

６
月
９
日
（
日
）
に
町
内
二
つ
の
会
場
で
、
東
京
土
建
西
多
摩
支
部

奥
多
摩
第
１
・
第
２
分
会
に
よ
る
第
42
回
住
宅
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
住
宅
デ
ー
で
は
、
「
地
元
建
築
職
人
が
地
域
に
奉
仕
す
る
一
日
」

と
し
て
、
住
宅
に
関
す
る
無
料
相
談
や
、
住
宅
の
軽
微
な
修
繕
、
低
料

金
で
の
包
丁
研
ぎ
や
ま
な
板
削
り
、
木
工
教
室
等
が
行
わ
れ
、
そ
の
収

益
金
を
福
祉
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ご
寄
付
は
、
福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
単
身
高
齢
者
世
帯
の
方
で
、
住
ま
い
の
こ
と
で
お
困
り
の
方

に
対
し
て
、
住
宅
修
繕
の
奉
仕
活
動
を
し
て
頂
き
ま
す
。

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

↑包丁研ぎの様子



令和元年７月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．２０３( ８ )

新
潟
県
彌
彦
神
社
に
て
集
合
写
真

６
月
20
日
（
木)

～
21
日
（
金
）
に
、
高
齢

者
一
人
暮
ら
し
ふ
れ
あ
い
仲
間
づ
く
り
旅
行

を
行
な
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
参
加
者
31
名
、
社
会
福
祉
協
議

会
小
澤
会
長
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
中

村
看
護
師
、
事
務
局
２
名
の
合
計
35
名
で
、

新
潟
県
新
発
田
市
の
月
岡
温
泉
「
泉
慶
（
せ

ん
け
い
）
」
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
小
千
谷
市
で
「
へ
ぎ
そ
ば
」

の
昼
食
を
食
べ
、
越
後
の
豪
農
の
自
宅
を
そ

の
ま
ま
博
物
館
に
し
た
北
方
文
化
博
物
館
を

見
学
し
ま
し
た
。

宿
へ
到
着
後
は
、
温
泉
を
堪
能
し
、
夜
の

宴
会
恒
例
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、
実
に
20

数
曲
が
歌
わ
れ
大
変
な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

二
日
目
は
、
道
の
駅
「
新
潟
ふ
る
さ
と
村
」

で
地
元
の
特
産
品
を
見
て
、
彌
彦
神
社
を
参

拝
の
後
、
寺
泊
に
て
昼
食
と
海
産
物
を
見
て

回
り
ま
し
た
。

実
施
の
２
日
前
に
大
き
な
地
震
に
見
舞
わ

れ
、
余
震
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
滞
在
中

は
地
震
も
な
く
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
皆
さ
ん

大
変
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で
し
た
。

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ん
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

北
方
文
化
博
物
館
中
庭

彌
彦
神
社
境
内



令和元年７月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．２０３( ９ )

奥
多
摩
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
に
よ
る
、

「
友
愛
活
動
講
習
会
」
が
去
る
６
月
19
日
に
福
祉

会
館
集
会
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

が
推
奨
す
る
「
老
人
ク
ラ
ブ
友
愛
実
践
活
動
」
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
奥
多
摩
町
で
は
初
の
実
施

と
な
り
、
今
回
は
、
介
護
予
防
運
動
と
認
知
症
予

防
に
つ
い
て
大
久
野
病
院
の
理
学
療
法
士
の
小
峰

智
史
先
生
と
、
奥
多
摩
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
当
日
は
、
濱

野
連
合
会
長
以
下
68
名
が
参
加
さ
れ
、
楽
し
く
、

時
に
真
剣
に
講
習
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
奥
多
摩
町
出
身
者
の

「
戦
没
者
慰
霊
祭
」
を
隔
年
で
実
施
し
、
英
霊
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
左
記
の
日
程
で
執
り
行
い
ま
す
。

日

時
令
和
元
年
10
月
４
日
（
金
）
午
前
10
時
～

場

所
奥
多
摩
町
福
祉
会
館

１
階
集
会
室

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
在
宅
で
一
時
的
に

介
護
機
器
を
必
要
と
さ
れ
る
方
に
、
無
料
の
貸

出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
貸
出
し
、
回
収
の
運

搬
は
職
員
が
行
い
ま
す
。

ま
た
、
貸
出
期
間
は
原
則
６
ヶ
月
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
状
況
に
よ
り
期
間
の
延
長
も
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。

貸
出
し
機
器

介
護
ベ
ッ
ド

車
い
す

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

エ
ア
ー
マ
ッ
ト

友愛実践活動講習会の様子

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〝
お
く
た
ま
″
で
は
、

非
常
勤
ヘ
ル
パ
ー(

訪
問
介
護
員)

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〇
募
集
人
員

若
干
名

〇
募
集
要
件

・
性
別

男
女
不
問

・
資
格

介
護
福
祉
士
ま
た
は
、
介
護
職
員
初
任

者
研
修
修
了
者(

旧
ヘ
ル
パ
ー
２
級)

※
未
経
験
、
無
資
格
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
勤
務
日

月
曜
日
～
金
曜
日

(

週
１
日
～
週
５

日
ま
で)

勤
務
日
数
、
時
間
等
は
応
相
談

・
勤
務
地

奥
多
摩
町
内
全
域(

利
用
者
様
宅
）

・
勤
務
内
容

利
用
者
様
の
ご
自
宅
へ
訪
問
し
、
家
事

や
身
体
介
護
な
ど
、
日
常
生
活
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
給

与

時
間
給
１
，
４
６
０
円(

移
動
交
通
費
別

途
有
り
）

〇
そ
の
他

無
資
格
の
方
は
「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」

の
資
格
取
得
受
講
費
の
一
部
助
成
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
応
募
方
法

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〝
お
く
た
ま
〟(

保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー)

、
も
し
く
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
福
祉
会
館)

へ
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
お
申
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
先

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〝
お
く
た
ま
〟

電
話
０
４
２
８
ー
８
３
ー
８
０
５
０

ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



令和元年７月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．２０３( １０ )

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、
心
の
ふ
れ
あ
い
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
会
員
相
互
の
情
報
交
換
、
親

睦
旅
行
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
懇
親
会
な
ど
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
（
会
員
数
45
名
）

対
象
…
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
若
し
く

は
身
体
障
害
児
の
い
る
家
族
（
保
護
者
）
の
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

会

費
…
年
額
１
，
０
０
０
円

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

奥
多
摩
町
社
会
福
祉
協
議
会

電
話
８
３-

３
８
５
５

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、
５
月
28
日
（
火)

に
、

会
員
17
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
1
名
、
職
員
5
名
、
ご
家

族
の
付
き
添
い
1
名
、
計
24
名
で
、
鎌
倉
・
江
の
島
方

面
へ
会
員
日
帰
り
親
睦
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
鎌
倉
で
昼
食
を
食
べ
、
そ
の
後
周
り
を
少

し
散
策
し
、
新
江
ノ
島
水
族
館
を
見
学
す
る
と
い
う
コ
ー

ス
の
予
定
で
し
た
。

朝
か
ら
曇
り
模
様
の
中
、
雨
を
心
配
し
な
が
ら
の
出

発
と
な
り
ま
し
た
が
、
昼
食
を
食
べ
、
外
に
出
る
と
、

雨
が
降
り
出
し
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
江
の
島
水

族
館
に
着
く
頃
に
は
、
雨
に
加
え
て
風
も
強
く
な
り
、

残
念
な
が
ら
、
半
分
ぐ
ら
い
の
方
し
か
水
族
館
に
行
け

ま
せ
ん
で
し
た
。

悪
天
候
で
、
メ
イ
ン
の
水
族
館
が
見
学
で
き
ず
、
残

念
な
旅
行
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
帰
り
の
車
内

で
は
恒
例
の
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
り
、
皆
さ
ん
と
て

も
楽
し
そ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
か

た
、
町
福
祉
保
健
課
の
皆
様
へ
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

６
月
18
日
（
火
）
福
祉
会
館
に
て
、
氷
川
・
古
里
保
育
園
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
保
育
園
児
等
観
劇
招
待
事
業
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

「
人
形
劇
団
プ
ー
ク
」
に
、
「
プ
ー
吉
・
チ
ビ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
」

「
が
ん
ば
れ
ロ
ー
ラ
ー
く
ん
」
の
二
題
を
公
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ほ
ん
と
う
に
大
切
な
も
の
は
何
か
を
、
ほ
の
ぼ
の
と
語
り
か
け
る
作
品
で
、

皆
楽
し
そ
う
な
笑
顔
で
観
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人形劇「がんばれローラーくん」

上演の様子

終始笑い声の中で、時折真剣な表

情で劇を見入っていた園児たち



令和元年７月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．２０３( １１ )

奥多摩町にお住まいで、進学を希望する中学３年生、高校３年生、既卒者（高校中途退学者、高

等学校卒業程度認定試験合格者等）一定所得以下の世帯を対象に、学習塾などの費用や受験費用の

貸付を無利子で行います。また、高校、大学等に入学した場合、申請により返済が免除されます。

（１）学習塾等受講料貸付金（無利子） 貸付限度額：200,000円

（２）受験料貸付金（無利子）①高校等受験 貸付限度額： 27,400円

②大学等受験 貸付限度額： 80,000円

※1度の貸付で4回（校）分まで貸付可、1回あたりの受験料は23,000円まで

お申し込み・お問い合わせ：社会福祉協議会 電話 ８３－３８５５

申込対象要件

（１）世帯の生計中心者(20歳以上)であること

（２）世帯収入(父母等養育者)の総収入または合計所得金額を合算した金額が一定

基準以下であること

（３）世帯員の預貯金等資産の保有額が600万円以下であること

（４）世帯員が土地・建物を所有していないこと（現在居住している場所は除く）

（５）都内に引き続き１年以上在住（住民登録）していること

（６）生活保護受給世帯の世帯主または世帯員ではないこと

※この他にも条件があります。

※本人と同一世帯でない連帯保証人が必要です。

望 田 千 恵 子 様 澤 本 安 弘 様 小 澤 建 治 様

木 村 奨 学 会 様 片 倉 和 彦 様 琴 清 苑 様

小 河 内 振 興 財 団 様 ㈲ 正 次 興 業 様 町 住 民 課 様

盛 田 正 輝 様 小 峰 モ ト 様 Ｊ Ａ 西 東 京 様

奥 多 摩 工 業 ㈱ 様 栃久保ママさんクラブ 様 町 総 務 課 様

清 水 土 木 建 設 ㈱ 様 向 原 龍 雄 様 金 子 敏 子 様

新 島 自 動 車 様 Ｍ ＆ Ｃ 様 原 島 た い 子 様

子ども家庭支援センター 様 匿 名 ４ 件



令和元年７月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．２０３( １２ )

社会福祉法人
奥多摩町社会福祉協議会
奥多摩町氷川199
（福祉会館１階）

電 話:(0428)83-3883
ＦＡＸ:(0428)83-2567
E-mail:borasen@okusyakyo.or.jp

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.okusyakyo.or.jp/borasen.htm

開所時間

月曜日～金曜日

午前8時30分～

午後5時30分

４月２０日（土）、２１日(日)、福祉会館において、第２１回福祉バザーが開催されました。町民の

皆さまに提供していただいた品物の陳列、値段付け、当日の販売まで多くのボランティアさんにご協力

いただき感謝を申し上げます。

皆さまのご協力により、下記のとおり収入を得ることができま

したので、ご報告させていただきます。収益金については、地域

福祉事業を推進するためのボランティア基金の財源及びボランティ

ア団体活動費の助成に充てさせていただきます。

福祉バザー実施に際しましては、各自治会をはじめ関係団体の

皆さまには、物品のとりまとめなどバザー当日までご支援、ご協

力を賜りましたことに感謝を申し上げます。

今後もこの福祉バザーに町民皆さまのご理解とご支援をいただ

きますよう、よろしくお願いいたします。
↑にぎわうバザー会場

バザー売上 413,073円
模擬店売上 92,950円
寄 付 17,550円
合 計 523,573円(前年度比 56,334円減)
物 品 点 数 3,966点(前年度比 2,087点減)
ボランティア延べ参加者数 177名（前回比24名減）

↑↓ボランティアのつどい福祉バザー終了後、片倉和彦ボランティア・センター運営

委員長の進行による「ボランティアの集い」を開催し、多く

のボランティアさん、住民皆さまに参加していただきました。

白丸の大澤千賀子さんによる「カンボジア学校支援ボラン

ティア報告」「日の出お年寄リスペクト隊の寸劇・ダンス」

「Ogouchi Banban Companyライブ」「奥多摩日本語学校の生

徒さんの紹介」「大プレゼント付名前集めゲーム」をしまし

た。ボランティア団体・個人など多くの人が集まり、情報交

換だけでなく、レクリエーションを通して、楽しい時間を過

ごすことができました。

参加していただいた皆さま、ありがとうございました。


